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「パートナーシップによる環境づくりに向けて」  

 
                                千葉県環境生活部環境政策課長  平井 俊行 
 
平成１９年も１ヶ月が過ぎましたが、環境パ

ートナーシップちばの皆様には、御健勝のこと

とお喜び申し上げます。 
 また、今年は、環境パートナーシップちばが

設立１０周年を迎えられるとのこと誠におめで

とうござます。 
 日頃から環境学習活動をはじめ、地域の環境

保全に関わる活動、さらには地球温暖化防止の

取組など、本県の環境行政の推進に御協力をい

ただき、また、特に昨年末は県内各地で千葉県

の環境づくりに向けたタウンミーティングの開

催について御尽力いただき心から感謝申し上げ

ます。 
 １０年前の平成９年当時、環境問題の解決は、

主に行政、企業の役割とされ、市民団体等との

連携・協働の重要性は、まだ一般には十分には

認識されていなかった時代であったかと思いま

す。 
 こうしたなかで、環境パートナーシップちば

が結成され、市民団体、企業、専門家及び行政

等、多様な主体をつなぎパートナーシップによ

る環境づくりを目指して、長年にわたり様々な

環境保全活動を続けられてきたことに対し深く

敬意を表するものです。 
 さて、本年度も千葉県では、良好な大気・水

環境の確保や生物多様性の保全など自然環境の

保全・再生のため「千葉県環境基本計画」の見

直しや、「(仮称）生物多様性ちば県戦略」の策
定等を行い、日本一の環境づくりに向けて幅広

い県民参加のもと施策の総合的展開を図るとと

もに環境保全に対する県民の自主的・主体的取

組を推進します。 
 とくに、急務である地球温暖化防止対策とし

て、昨年改定した千葉県地球温暖化防止計画（ち

ば
こ つ こ つ
ＣＯ２ＣＯ２ダイエット計画）に基づき、急

務とされている家庭や事務所などからのＣＯ２

排出削減に取り組むとともに、事業者を対象に、

温室効果ガスの削減計画や排出量の報告を求め

る制度の導入を図ります。 
 こうした施策を着実に推進するには、皆様を

はじめ多様な主体と協働・連携した取り組みが

何より重要であることから、益々の御理解と積

極的な参画をお願い申し上げます。 
  終わりに、環境パートナーシップちばの更な
る御発展と会員の皆様の御健勝を祈念いたしま

して、ご挨拶とさせていただきます。 

 

 

 

第３回印旛沼流域フォーラムの開催 
 

環境パートナーシップちば主催の印旛沼流域

フォーラムは、平成１９年１月２８日（日）、１

３時～１６時３０分まで、八千代市郷土博物館で

開催されました。当フォーラムは、市民団体が主

催し、行政との協働で印旛沼の浄化に向けて活動

するところに、そのユニークさがあると思います。 

ことわるまでもなく、印旛沼は水道水源として、

湖沼の中でワースト 1です。水質浄化のために市
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印旛沼のくらしと文化 
―私の体験からー 

 

白鳥 孝治（NPO 法人水環境研究所 理事長） 

 

民参加で「印旛わいわい会議」など、さまざまな

活動が展開されています。環境パートナーシップ

ちばの「印旛沼をきれいにする活動」、「印旛沼流

域子ども会議」も 3 年目になりました。今回は、

「生きものが豊かな印旛沼をめざして」、第３回

印旛沼流域フォーラムを開催しました。多様な生

きものが棲める印旛沼にするために、多くの専門

家にご参加いただき何をどのようにすればよい

のかが熱く議論されました。荒尾繁志氏の司会の

もと、当会代表の挨拶に続き、基調講演として、

県立中央博物館 副館長の中村俊彦氏より「印旛

沼と生物多様性」がありました。印旛沼の時代変

遷の話から始まりこれからは、印旛沼の保全・再

生の時代だと位置づけているところがとても印

象に残っています。また、水辺の生産量を諸外国

と比較して、有明海、それより、東京湾の収穫量

が多く、それより、印旛沼の収穫量が多いという

チャートが目に残っています。多少、感覚的なも

のとはづれる感じがありますが・・・。昨年、千

葉県の旭市にコウノトリの飛来があり、自ら撮影

されたものを拝見しました。最後に、千葉県の生

物多様性千葉県戦略は今年の９月策定予定。それ

では、生物多様性印旛沼戦略はいつになるのだろ

うか？の問いかけに想いが凝集されているよう

でした。 

次に、桑波田氏による「印旛沼をきれいにする

活動」を中心に、印旛沼の流域活動、花見川(河

口)から印旛沼までのエコウォーキングマップづ

くりの話があった。続いて、千葉県河川課の宇野

氏から「印旛沼わいわい会議」についての事業内

容の説明があり、見試し行動計画が幅広く実施さ

れている様子、みんなで恵み豊かな印旛沼を再生

することが特に必要と感じました。 

NPO 法人とんぼエコオフイスの岩波氏からは、

「印旛沼あっぷ事業」の説明がありました。市民

ができるモデル事業の実践を通して、市民参加型

での計画遂行を行うというもの。２００５年は７

テーマ、２００６年は１１団体、１１テーマで行

った。２００７年は、印旛・手賀沼あっぷ協議会

の設立のための発起人会を３月３日に予定され

ているとの報告がありました。 

車座パネルディスカッションでは、パネラーに

中村俊彦氏、瀧 和夫氏（千葉工業大学 教授）、

小倉久子氏（千葉県環境研究センター 室長）、

新島偉行氏（千葉県生物学会 会員）、白鳥孝治

氏（NPO 法人水環境研究所 理事長）、コーディネ

ーターに加藤賢三氏で行われた。パネラーもコー

ディネーターも参加者も車座となり、自由な立場

で、自己紹介から始まり、恵み豊かな印旛沼をめ

ざすには、どうすればよいのか、生物の多様な印

旛沼にするためにはどうすればよいのかについ

て、大いに議論されました。中でも白鳥氏の「印

旛沼のくらしと文化」（環パだより５３号に掲

載）や、瀧氏の北印旛沼地域での湧水調査から沼

への流入の可能性のある総窒素（T-N）濃度が台

地部では高い結果などが話された。一方、小倉氏

から、「冬期湛水」の硝酸性窒素濃度を下げる機

能について、紹介されました（環パだより５３号

に掲載）。新島氏からは、いま印旛沼では在来の

エビは激減で外来（？）のエビが増えているので

は、との指摘がありました。生き物が豊かな、生

物多様性の印旛沼にするための議論として、生き

物のすめる場としての水際のエコトーンの確保

の必要性、そのため、沼の水位を下げることの有

用性、そのことを慎重に行うことの大切さの議論

が印象に残りました。   （文責 広報部） 

 

 

 

 

 

 

 
 

１ 昭和１０年代 

 私は、佐倉中学（現佐倉高校）の頃、印旛沼に

近い友人の家に遊びに行き、沼に入ってタンケや

シジミを採って遊んだものでした。初夏の頃と思

いますが、沼は浅く、膝くらいの深さで、砂地が

広がり、水は底まで輝いていました。沼から上が

ると、今度は林に行って、ヤマユリを掘って、球

根を土産に頂戴して帰りました。 
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 そんな、のどかな沼も、一旦大雨が降ると暴れ

だし、昭和１６年７月には、沼の水は臼井地先の

京成電車の線路を流し、電車は不通になりって学

校は休校となったことを覚えています。そのとき

は、ＪＲ佐倉駅も被害を受けていました。 

 渡し舟もありました。対岸の生徒たちは、毎日

自転車ごと渡し舟に乗せて来きて、京成臼井駅か

ら電車に乗り換えて通学していました。渡し舟は、

乗り降りするだけで３０分以上もかかり、雨の日

や風に日は欠航になることもあり、冬ともなれば

氷を割りながら渡っていました。私も、渡し舟で

対岸に渡ったとき、そこは遠く離れた別天地のよ

うな気分になったことを覚えています。印旛沼は、

交通を遮断し、人や物の流れを押さえ、その場所

だけの独立した雰囲気を醸し出していたように

思われます。 

 また、渡し舟の船着場は、あるときは岸に近く、

あるときは板で遠く沖合いまで突き出していま

した。沼の水が少なくなると、岸の湿地が遠くま

で伸びるからです。岸辺には野原が広がり、そこ

で巨人軍長嶋茂雄が野球をしていた話は有名で

す。 

 ２ 昭和４０年前後 

 昭和３０年後半になると、印旛沼開発工事が始

まりました。当時、私は農業試験場にいて、沼の

干拓で出来る水田の状態をあらかじめ調べるた

めに、水資源公団の水陸両用車に乗って、沼底の

土壌調査をしたことがあります。印旛沼中央干拓

地の辺りは、沼といっても水が涸れて島状になっ

たり、ヨシ・マコモが繁茂したりして、船では調

査できなかったからです。草むらから水鳥が飛び

出したり、手付かずの自然を満喫しながらの調査

でした。昼になると、沼の水を薬缶に汲んで沸か

して飲みました。水は本当にきれいでした。 

 ３ 当時の印旛沼 

 印旛沼の昔を思い出してみると、水位の変動が

激しく、季節変動の上に洪水のような一時的な変

動が加わっていました。季節変動は、水草の発芽

や生長、開花結実、伝播に微妙に影響し、魚のノ

ッコミ、産卵繁殖移動にも影響していました。 

 洪水は、恐ろしい被害ばかりでなく、肥沃なド

ロを持ち込み、利根川から魚を引き寄せていまし

た。洪水の翌年は、きっと豊漁だったといいます。

多分、沼底は、去年までに枯れて積もった水草の

残骸も新しい泥で覆われて、きれいになっている

ことでしょう。 

 当時の印旛沼は、危険だけれども豊かでした。

沼の周りの人々は、その豊かさを糧にして、生活

していたのです。 

 ４ モク採り文化 

 聞き取り調査によると、昭和２０年代まで、沼

の水草は「モク採り」といって採取し、田畑の肥

料に使っていました。暇と天候が許せば毎日のよ

うに春から秋まで行って、年間４~５万トンも採

取していたようです。それも、今は見られなくな

った沈水性のマツモ・ホサキノフサモなどを主に

採り、ササバモやアサザは硬いから敬遠し、ヒシ

は危険だから決して採らないといいます。しかも、

隣の部落や対岸の人々と沼上で出会うので、互い

に採取技術を競い合い、ヨシの茂みで憩い、時に

は恋を語ることもあったといいます。厳しく非衛

生な重労働であっても、それを語る古老の顔は、

例外なく生き生きと明るく、熱気を帯びてきます。

まさに「モク採り文化」とでも言うような花が咲

いているのでした。 

 ５ まとめ 

 昔の印旛沼は水位変動が激しく、豊かな生きも

のを育み、それを追って人の生活が成り立ってい

ました。そこに人の心を通わせれば文化となりま

す。昔は農漁業中心の社会でしたから、それは一

つの農村文化という形になっていました。現在は、

サラリーマンが増えました。印旛沼の周りに昔と

同じ文化を育てようとしても、それは無理でしょ

う。印旛沼の周りに育つ新しい文化とは、どんな

形でしょうか。 

 まず、人が印旛沼とどんな結びつきをするか。

その結びつきが強ければ、それに沿った文化が生

まれるでしょう。沼と人の接点をどこに求め、ど

う強めるか。印旛沼を親水とか遊び、憩いの場と

して求めるか。産業の対象とするか、沼と若干距

離を置いて、水道水源としてきれいな水と自然を

見守るか、それは印旛沼周辺の人々が決めること

でしょう。いづれの場合でも、人の求める印旛沼

は、生きものが生き生きとしていなければなりま

せん。生きもの生きいきの舞台装置は、昔の印旛

沼に習うところが大変大きいと思えてなりませ

ん。印旛沼の新しい文化は、そこから生まれるで

しょう。 

 

平成18 年度印旛沼環境基金助成事業の報告会が開催されました 
 

 環境パートナーシップちばでは、印旛沼浄化の

啓発の一つとして、花見川から印旛沼までのエコ

ウォーキングを、平成 16 年から開催してきまし

た。この活動は、印旛沼環境基金の助成金を頂い

ています。18 年度の成果報告会が 1月 25 日(木)

北部県民センター(佐倉市)で、午前 9 時 20 分～

午後 4時 15 分まで開催されました。 

 午前の部は、小学校、中学校、高等学校、大学

の報告がありました。午後の部は、市民団体の報

告です。本埜村の白鳥保護活動、酒々井町婦人会
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の印旛沼清掃活動、ナガエツルノゲイトウ、オニ

ビシの植生調査、谷津田の野草保護活動、里山保

全活動、印旛沼流域内外の湧水調査など 10 団体

の報告がありました。中でも｢カブト虫の里親制

度を活用した印旛沼流域みどりのダムプロジェ

クト｣の報告では、子ども達に人気のあるカブト

虫を育てることで、親子、地域などへの関心が広

がり、やがては里山保全、印旛沼流域水質保全へ

とつながることを感じました。 

 当会も、印旛沼をきれいにする活動を、親子で

体験活動を続けてきて 3 年になります。今後も、

ますます広げて行きたいものだと実感しました。

エコウォーキングの報告については、専門の先生

方から、期待と注文も頂きました。また、参加者

からの反響も大きく、3 月に完成に向けて、ラス

トスパートで頑張りたいと思います。このマップ

づくりは環パちばのプロジェクトメンバーに地

域の方の強力なご協力を頂き、楽しく、現地や役

所などに足を運び進めています。完成しましたら、

先ずお使い頂き、感想を頂き、今後研鑽を重ねて、

より良いマップづくりへと展開していきたいと

思います。このマップが、印旛沼浄化に向けての

気づきマップとなることを願っています。 

           (文責 桑波田 和子) 

             

 田んぼはエライ！ 

―冬期湛水水田の調査から― 
 

千葉県環境研究センター   小倉 久子   
   

印旛沼流域水循環健全化緊急行動の「みためし

行動」の一つとして「冬期湛水」実験を行ってい

ます。 

佐倉市内で水田耕作をしていらっしゃるMさん

の田んぼをお借りして，通常の乾田では水を落と

している冬期に，水をポンプで入れて張っておく

と，水質や生態系がどう変化するかということを

調べる実験です。 

稲をはじめとして生きもの相手の実験なので，

全体では 5ヵ年という実験期間をとっており，稲

だけではなく，稲以外の植物，水生動物，鳥類，

水質等，いろいろな観点から調査を行っています。 

このような大規模な調査ですが，研究者だけで

はなく，市民も一緒に調査しているというのが大

きな特色です。特に，「水質調査隊」は主力が市

民（耕さない田んぼの会，八千代オイコス＋荒尾

さん）で，力強い調査隊長の金子さん（県農業研

究総合センター）に率いられて，私も毎回楽しく

参加させてもらっております。 

水質調査隊の役目は，田んぼが持っている窒素

浄化の働きを調べることです。田んぼに水が張っ

てあると，田んぼの下（地下）の部分が還元的（嫌

気的：酸素のない状態）になって，そこを地下水

が通過すると，地下水に含まれる硝酸性窒素（NO3
－の形の窒素）が脱窒（酸素（O）を取られて窒素

ガス（N2）になる反応）を起こして減少する，と

いうのが教科書に書いてある水田の働きです。 

これが本当にそうなのか。冬の間も田んぼに水

を張っておけば，窒素除去効果は続くのか。それ

を調べるために，1 枚の田んぼは稲刈り終了後に

水を張り（湛水田），もう 1 枚の田んぼは今まで

どおりのやり方で耕作し（慣行田），硝酸性窒素

を中心に水質調査を行いました。 

第 1 回目の調査は 2006 年 3 月 2 日。水を入れ

てから約 1ヵ月半。田んぼの脇に作った観測井か

ら調査隊員の荒尾繁志さん考案の「採水器」で水

をくみ出して，パックテストで硝酸性窒素の濃度

を測定します。結果は？ 湛水田を通ると，本当

に硝酸性窒素が減っているのです！ まだ慣れ

ないために予想以上に時間がかかり，調査が終わ

った時には身体の芯まで凍えてしまいましたが，

ワクワクしながら帰途につきました。 

更にその 1ヵ月後の 4月，今度は大雨。でもア

メニモマケズ，カゼニモマケズ，レインコートを

貫通した雨で下着まで濡れながら，我ら水質調査

隊は敢然と調査を実施しました。そして，うれし

いことに，湛水田と慣行田の差は，3 月よりさら

に大きくなり，湛水の効果がはっきり出てきたの

です。 

5月の連休中に田植えが終わり，5月 31日の調

査日は慣行田にも水が張られて2ヶ月が経過して

いました。天候は快晴微風。きれいに植えられた
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苗たちを眺めながらの調査結果は，田んぼの下を

通りぬけた地下水からは硝酸性窒素はすべて不

検出。もちろん慣行田も立派に働いていました。 

8 月 7 日。調査野帳に「晴天・微風 サラリと

している」と記されているように，夏らしい気持

ちのいい調査ができました。稲がずいぶん穂をつ

けています。硝酸性窒素はまた不検出で，測定す

る張り合いがないくらいです。 

9月 27 日は稲刈り後の調査です。稲刈りのため

に試験田も水を落としているので，今度はどうか

な，と期待して測定してみると，濃度の違いはあ

りますが，すべての田んぼの地下水から硝酸性窒

素が検出されたのです。 

 私は今まで，水田の窒素除去について教科書で

読んだ知識は持っていましたが，自分の手で，目

でそれを知ることができました。水を張れば硝酸

性窒素が減り，水を落せば増える，田んぼはみご

とに，いとも簡単に（？）応えてくれました。こ

れを，最先端の排水処理技術を駆使して行うとす

ると，考えられないくらい莫大な費用，（多分）

電力，人の運転管理技術が必要です。今，わたし

は心底から「田んぼはエライ！！」と思っている

ところです。 

 

 

環境づくりタウンミーティング総括大会 

 
環境づくりタウンミーティング実行委員会総括大会担当  栗原 裕治 

 
 昨年末の 12 月 23 日(土)、千葉県内の 18 市民

グループの主催による各地の環境づくりタウン

ミーティングの締めくくりとして、環境づくりタ

ウンミーティング総括大会が開催され、堂本知事、

生物多様性ちば県戦略専門委員をはじめ関係者

170 人が千葉県立中央博物館講堂に集まった。午

後1時に始まったプログラムの最初から会場全体

が熱気に包まれ、午後 4 時 30 分の終了予定が 1

時間も延長された。 

 国主催のタウンミーティングが、やらせや形式

偏重等、いろいろ問題視されている時期だったが、

千葉県では短期間に 40 を超える環境団体がほぼ

3 ヶ月という短期間に結集し、千葉県環境基本計

画、千葉県環境学習基本方針、ちば環境基本計画

の見直し、及び生物多様性ちば県戦略の策定に向

けて、自由かつユニークな内容のタウンミーティ

ングが展開され、数多くの課題・論点が提起され

た。それは、千葉県の環境団体のネットワークの

広がりや底力を示すものであり、これからの地方

自治体の運営に市民参加が不可欠であることを

改めて感じさせた。 

 この総括大会は、それまでの各環境づくりタウ

ンミーティングでの意見や提案が、言いっぱなし、

聞きっぱなしにならないように、関係者が一堂に

会して千葉県の環境づくりの課題・論点を整理し、

それらを共通認識として共有することで今後の

政策に的確に反映させていこうという趣旨で開

催されたもので、環境づくりタウンミーティング

を主催した 18 のグループの報告、およびそれら

報告の論点の整理、更には、論点整理を受けての

パネルディスカッションの順で行われた。 

 論点整理では、3 人のファシリテーターによっ

て各地のタウンミーティングの報告が以下の 11

項目に整理された。 

①一次産業をどうするのか（都市住民との協力、

ボランティアの吸収）、②都市の環境づくり(谷津

田、コリドー、点から線・面へ)をどうするのか、

③行政部門の組み直し(コントロールセンターと

しての環境部門の自立)をどうするのか、④開発

派・産業派と環境派の対話・交流(叩き合いでも

逃げない覚悟と仕組み)をどうするのか、⑤公的

分野での官と民の分担をどうするのか、⑥地球温

暖化の視点をどのように取り入れるのか、⑦不法

行為への対応(関係者や行政職員のコンプライア

ンス)をどうするのか、⑧実践につなげる具体的

な方策をどうするのか、⑨県行政部門や市町村へ

の浸透をどうするのか、⑩子孫への問題をどうす

るのか、⑪ 海から陸や都市を見る視点をどのよ

うに取り入れるのか。 

 また、堂本知事や生物多様性ちば県戦略専門委

員会の大澤委員長が加わったパネルディスカッ

ションでは、会場の専門家や実践家からも数多く

の意見が出された。 

 パネリストや会場からの発言を要約すると、 

①環境保全と生計が立てられる農業の両立。②都

市住民と農家の連携には、無責任にならないボラ

ンティアの仕組みやNPOの自立した継続的な事業

展開が必要。③生物多様性の保全は文化であり、

生物と文化の多様性が重要で、あらゆる視点に環

境を入れていくのがこれからの基本。④基礎調査

活動を含めて生物多様性の基盤づくりの推進が

大切で、そのために千葉県の生物多様性センター

の機能と生態の区分や住民の分布・生活を照らし

合わせての拠点づくりが必要。⑤県の環境学習の

政策は、職員が文書の多さに忙殺されて、同じ予

算、同じ事業の繰り返しが多く見られることから、
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市民も参加して県の事業の見直しが必要。⑥つく

り上げた計画を市民と行政とが協働で推進する

ための仕組みとそのための目標値や評価が重要。

⑦環境の地域通貨、ナショナルトラスト、水源税、

環境コミュニティファンド、不法投棄の検査シス

テムなど、いろいろな制度や仕組みの検討が必要。

⑧猪などの害獣対策は生物多様性の保全にとっ

ても必要。⑨〔生命〕を守る仕組みを考えていく

ことが重要。⑩書き込みができ、みんなで見るこ

とができる生物多様性サイトが必要。どうやら千

葉の環境づくりの方向性が見えてきたように思

われる。 

堂本知事は、総括大会の最初から最後まで熱心

に耳を傾け、積極的に発言したが、「時間があり

ませんが一緒につくっていきましょう。これまで、

環境について皆さんが動いてきたことを集約し

て、計画としてつくり上げていきましょう。生物

多様性の戦略を県レベルで持っているところは

ないので、他の県をリードできるような戦略にな

ればと思います。今後全力投球していきます。」

と会場に呼びかけた。 

 

 

: 

 エコマインド養成講座報告

横山 清美 
久しぶりにエコマインド養成講座の報告を書かせ

ていただく事になりました。 

エコマインド養成講座とは、千葉県が実施する環境学

習指導者養成講座のことで、私は、平成 6年にこの講

座を受講しました。その後、環境シンポジウム千葉会

議やエコメッセちばの市民･企業･行政とのパートナー

シップで企画・運営という部分に修了生も呼びかけら

れ、参加していくことになります。そしてこの仲間で

環境パートナーシップちばを立ち上げましたので、私

を含め多くの会員がエコマインド出身者といえます。 

平成 13年 7月の「だより」20号を読み返すと、「エコ

マインド講座日記」として現在広報部長の広田さんが

ご自分の受講体験を基に書いていて、24号まで毎号楽

しそうに報告されています。その 24号には、「エコマ

インド養成講座が変わります」というタイトルで県養

成講座の 5つの改訂を私が県に取材していますので、

その年が初心者向けの体験講座と修了者が受講する実

践講座との 2講座制になっていた最後の年だったこと

がわかりました。 

これから、平成 14年度に改訂をした柱を中心にふりか

えりながら平成 18 年度の講座をご報告させていただ

きます。 

改訂の１つめは、前述した体験と実践がひとつにな

った一貫性のある講座が受けられるようにすることで

したが、改訂当初は体験講座のような気持ちで参加さ

れる方は、実践まで進む事に戸惑いがあるようでした。 

申し込みの際に受講理由を書いていただくようにした

後は、エコマインドの目指す環境保全活動する市民の

育成という点をご理解いただいて受講されているよう

に感じています。 

２つめは、必修科目と選択科目からなる単位制を導

入し、学ぶ形を受講生が選択できるようにすることで

した。 

必修科目は、環境学習概論、地球環境問題、環境学習

の学び方とそのための技能、環境学習プログラムの要

件と作り方などを学ぶ前期と地域での活動プログラム

作成の準備から発表までを後期の学習としました。 

前期と後期の間の夏期に選択科目として、感性をみが

き専門的な活動の事例や実質を学ぶものとして◇楽し

みながら自然を学ぶ◇自然を観る◇大気と生活◇むら

を知る、むらを歩く◇耳から考える環境学習◇水と私

たちの生活◇渡り鳥と湿地の役割◇ごみ問題と日々の

生活◇地質環境と水環境、という科目を選択受講でき

るようになっています。また、科目毎にシラバスを作

成し、受講生にわかりやすい講座運営を心がけている

ことも推進の一助と考えています。 

３つめは、より多くの市民活動団体に協力をいただ

き、インターン制度を必修化することでしたが、環境

団体にご協力を頂き、体験生として受け入れていただ

いていますので、これも継続されています。団体に頼

りすぎているしくみですが、スタッフが増えるという

団体にもメリットになることを期待しています。 

4 つ目は、市町村職員コースとエコマインド修了生

を対象にしたフォローアップコースを新設することで

したが、18年度は１回の市町村研修になっていてコー

スとまでは言えないですが、プログラム発表と交流で

のエコマインド生と市町村職員をつなぐ働きには多少

貢献していると思っています。 

５つ目は、各コースの受講者が交流する機会を設け、

地域で活躍できる指導者の育成をめざすことですが、

多少の貢献でも市と協働した成果も出ていますので、

更に推進しなければならない課題だと感じています。 

また、修了生同士がネットワークを張っていく活動も、

平成１７年度講座では修了生が「エコマインド０５」

という学習グループを作って日々研鑽されていますの

で、こんなグループ、団体が自立・継続して活動して

行くことが期待されています。「エコマインド０６」グ

ループが出来るのも間近なようで、今後の広がりが楽

しみです。 
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パートナーシップエコサロン 

「生命について」～遺伝子から見えてくるもの～ 
 

今回のエコサロンでは、環境問題の中心にある、

命について、遺伝子から見えてくるものについて、

小さな微生物から高等生物までに共通するキー

ワードの遺伝子から見えてくる生命観などを、講

師が経験された事柄について中学生でも高校生

にでもわかるように少人数対象に話していただ

きました。 

いま、持続可能な社会の実現に向けて、私達の

生活全般を見直す中で、次世代の子ども達が安全

で健康な暮らしができるようにするために、今何

とかしなければという使命感？から、手をこまね

いていられない状況にあると思います。ここでは、

そんな背景から、あまり議論されてきていなかっ

た、「生命について」～遺伝子から見えてくるも

の～を聞いてみることにしました。「生命につい

て」もう一歩理解が進むと環境のリスクを考える

上にも参考になることがわかりました。 

前置きが長くなりましたが、平成１８年１２月の

エコサロンは、１２月１３日、１８時３０分～２

０時３０分、船橋市民活動サポートセンターで、

講師に加藤賢三氏（環パちば 代表）を招いて行

われました。 

講師は、長年、某国立研究所で生命科学に関わる

業務に携わってきました。女子大でも生命科学を

担当してきましたが、わかりやすい話をするのは

並大抵ではないこと、を感じているようです。         

話の始まりは、地球上での生命の誕生、ガス状の

ものから生命の基本物質のアミノ酸が作られ、そ

れからたんぱく質、そして核酸（DNA や RNA）が

できて、セントラルドグマ（DNA→RNA→たんぱく

質）といわれている生命のつながりの仕組みの説

明がありました。やがて、葉緑体を持つ生き物の

誕生により、光合成がおこなわれ、植物が二酸化

炭素を吸収し、酸素を発生することにより、オゾ

ン層が形成されます。それにより、強い紫外線の

被害が減少し、いろいろな生き物が海中ばかりで

はなく、地上で成育することが可能となり、原始

的な生命から人間にまでの進化の過程を、足早に

話が進みました。アオコのような原始的な生き物

でも人間でも遺伝子は DNA（デオキシリボ核酸）

からなり、その基本は４文字の塩基、A(アデニン)、

T（チミン）、C（シトシン）、G（グアニン）か

らなっています。いま流行の鳥インフルエンザウ

イルス、エイズウイルスなど変異が起こることが、

病原性が強くなる原因になっています。遺伝子に

傷を与えるものは、紫外線、発癌物質、ダイオキ

シンなどいろいろありますが、それらが発ガンの

原因にもなっています。正しくリスクを理解して

いくことが、必要に思われました。継続的にもっ

と、視覚的な材料を駆使して説明してもらえると、

もっとよく理解できたのではと思います。    

（文責 広報部） 

                                  
 

 

◆12 月運営委員会議事録 

日時：12月 13 日(金)  ｐｍ4：00～6：00 

場所：船橋市市民活動センター 

報告事項 

1）千葉環境づくりタウンミーティング 

2）印旛沼エコサイクリング 

  ・12 月 2日（土）時間：10時～16時  

  コース：印旛沼～平戸橋(八千代市) 

 3）エコウオーキングマップづくり進行状況 

・3月上旬完成予定 

4）印旛沼あっぷ中間報告会 

・ 11 月 18 日（土） 会場：千葉工業大学 

協議事項 

1）だより 53号について 

2）第 3回印旛沼流域フォーラム 

3）NPO 協働事業提案 

4）12 月パートナーシップエコサロン 

  日時：12月 13 日(水)   

場所：船橋市市民活動センター 

   「遺伝子から見えてくる生命」 

   話題提供者：加藤 賢三氏 

5) HP について 

6)18 年度補正予算について 

7)10 周年事業 

◆1 月運営委員会議事録案 

日時：19年 1 月 28 日(日)  午後 5時～7時 

場所：八千代フルルガーデン 

報告事項 

 1）千葉環境づくりタウンミーティング    

12 月 23 日、総括（まとめ報告）のタウン

ミーティング開催。 

 2）印旛沼環境基金報告会開催 

    日時：1月 25 日(水)  

    場所：北総県民センター(佐倉市) 

  3）印旛沼あっぷ事業 PT会議 

   日時：1 月 26 日(金) 午後 1 時～4 時   

運営委員会だより 



             「環境パートナーシップちば」だより ５3号   平成 19年 1月 31日発行 8 

協議事項 

   1)第 4回印旛沼再生行動大会について 

   2）千葉市民活動センター 

「全員集合出会いまつり」出展参加 

   3）エコウォーキングマップ 

   4）2月のパートナーシップエコサロン 

   5）19 年度の環パちばの方針 

    ・環境学習に関する提案 

    ・印旛沼をきれいにする活動 

   ・パートナーシップエコサロンの充実 

   ・10 周年の行事 

   

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

★ パートナーシップエコサロン 

日時：２月２３日（金）午後 6：30～20：30 

テーマ：「ちば眺望 100 景を通してみる千葉の

環境」 

講師：千葉県 商工労働部観光課  
場所： 船橋市女性センター 研修室 

資料代：５００円 

申し込み問い合わせ：桑波田 

Tel/fax：０４３－２５８－５４３７ 

e-mail：kuwahatak@hotmail.com 

 

★ 千葉県立中央博物館の干潟展にご一緒に行

きませんか！ 

   日時：2月 12日（月）午前 11時 

（博物館入り口集合：10時 40 分） 

   場所：千葉県立中央博物館 

   お問い合わせ、申込み： 桑波田   

  

★千葉市民活動センター「全員集合出会いまつり」 

   日時：2月 10 日  午前 10 時～午後 4時 

2 月 11 日  午前 10 時～午後 3時 

   場所：千葉中央コミュニティセンター 

主催：千葉市民活動センターまつり実行委員会 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

氏 名   入会年月日  

住 所  〒 

ＴＥＬ  ＦＡＸ  

年会費 個人1,000円 団体2,000円 賛助会員5,000円 

千葉県環境財団 環境技術部 環境活動推進ﾁｰﾑ気付 

＜環境パートナーシップちば＞ 
入会申込書 

会の趣旨に賛同し（個人、団体、賛助会員として） 

会費を添えて入会します 

「環境パートナーシップちば」は、環境活動

の推進と充実を目指し、千葉県内の環境市民

のゆるやかな連帯のもと、相互の情報交換と

交流を深め、行政および専門家とのパートナ

ーシップによる活動の展開を図ることを目的

としたネットワークです。 

申込先：千葉県環境財団 環境技術部 

環境活動推進ﾁｰﾑ気付 

TEL:043-246-2180   FAX:043-246-6969 

会費納入先：環境パートナーシップちば 

郵便振替口座 00160-9-401872  

http://www1.u-netsurf.ne.jp/~kanpachi/ 

古紙 100％再生紙使用 

広報部より 
HP をリニュウアル中です！ 

ご迷惑をおかけしています HPですが、新しいアドレスでご覧になれます。 

http://kanpachiba.com/ (google から検索して下さい) 

現在工事中もありますが、団体紹介のところをご覧頂き、登録していただきたいと思いますので、 

下記までお知らせ下さい。 

 お問い合わせ：桑波田 Tel＆fax：043-258-5437 e-mail：kuwahatak@hotomail.com 

おおお知知知らららせせせコココーーーナナナ
ー 

★ 印旛沼あっぷモデル事業 2006 成果報告会 

  日時：2月 16 日(金)  午後 1時～4時 

  場所：佐倉市商工会議ホール 

  内容：あっぷ事業参加団体の報告会 

 

★ 第 4 回印旛沼再生行動大会 

～きれいな沼と豊かな自然～ 

日時：2月 9日(金)  午後 1時 

場所：佐倉市音楽ホール 

内容：活動発表(わいわい会議など) 

主催：千葉県 

印旛沼流域水循環健全化会議 

  お問い合わせ： 

千葉県県土整備部河川計画課 

 

★ 印旛沼流域環境フェアー 

  日時：2月 10日(土) 午前 11時 

場所：御伊勢公園(佐倉市) 

 内容：活動団体展示、フリーマーケット 

 


